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This essay reexamines the well-known 1975 debate between Hiraizumi Wataru, who the previous year had 
presented a plan for radical reform of English education in Japan, and Watanabe Shōichi, who repudiated 
Watanabe’s scheme as fundamentally flawed and defended the conventional ‘grammar and translation’-based 
approach. Putting their arguments in the historical perspective of the English language and Japanese reveals that 
they take up all the major controversial issues argued since the introduction of English education in Japan, 
including the translation method vs. the direct method, communication-oriented English vs. ‘liberal arts 
education’-oriented English, and whether English should be a compulsory subject of education or is unnecessary. 
Seen from today’s viewpoint, their discussion is still worth reading because Hiraizumi and Watanabe share, 
despite the apparent conflict, many common ideas that should be carried on as a valuable legacy, admitting that 





 平泉=渡辺論争の行われた 1975 年には私はまだ大学生で，英語を話したり書いたりすることは勿論
のこと，比較的平易な英文を読むのでさえ，かなり骨を折らねばならなかった。単行本化された『英
語教育大論争』を初めて読んだのが 30 歳代前半，駆け出しの英語教員として，日々授業に追われてい





















2.1. 幕末 〜蘭学から英学へ〜 





















2.2. 明治時代 〜文明開化と英学〜 
 日本の将来は英学に懸っていると読んでいた福沢諭吉が，私塾である慶應義塾で，上野戦争の砲声

































の『小説神髄』が出されたのが 1885（明治 18）〜1886（明治 19）年，ちょうど近代化の運動が成年
に達するころで，爾後，西洋文学に倣いながら，日本近代文学が促々として興ってくる。（硯友社・尾
崎紅葉の『金色夜叉』までもが，英語の dime novel の翻案であったことが明らかにされている。）演
劇も，逍遥のシェイクスピアの訳を１つの梃子として，新劇が成長する。 


















 It must be said to its［変則英語の］praise that students who are trained in this way have usually much more accurate 
and precise comprehension of what they read than who are taught to read parrot-like one sentence after another without 
thinking fully of the meaning. Not usually does the Regular method turn out “a reading machine, always wound up and 
going,” and emitting correct English sounds, but mastering nothing without knowing.（１） 
 


























 明治の末に創業した研究社が 1921（大正 10）年から刊行を開始した岡倉由三郎・市川三喜（主幹）







文部省英語教授顧問として招聘された H. E. Palmer のパターン・プラクティス，“Thinking in English”，





 昭和の前半部は，国際協調の黄昏となった 1920 年代後半，大不況の中，イデオロギーと民族的対立
を背景にした軍靴の音高き 1930 年代，悲惨な総力戦の渦中に投げ込まれた 1940 年代前半，そして屈

























になる。1948（昭和 23）年には約 20 であった大学数は，翌 1949（昭和 24）年には 178 に急増，その
後も大学数は増え続け，2012 年では 783 に達した。この高等教育の大衆化によって，大学の教養教育
の理念も英語教育の理念も，やがて厳しい現実に直面せざるを得なくなる。 























































「平泉=渡辺」論争は，1974（昭和 49）年 4 月に，当時参議院議員で自民党の政調審議委員を務め
ていた平泉渉氏（以下敬称略）が，自民党の政務調査会の機関である国際文化交流特別委員会で発表
した「外国語教育の現状と改革の方向」という試案に対し，当時上智大学教授であった渡部昇一氏（以





選ばれた少数のためのものであった旧制の中等教育においてさえ，多くの時間（例：週 12 時間×8 年）を割いても，
英語は実用段階にまで達することがほとんどなかった（読むことさえできなかった）。そうであれば，今の大衆化され





 「平泉=渡辺論争」の再検討 81 
れば中学の英語は，「世界の言語と文化」という introductoryな授業の中で，現行の中学１年レベルのものにとどめ，高
校では能力と熱意を持つ希望者にだけ特訓的な教育（毎日 2 時間以上＋毎年 1 ヶ月以上の集中訓練）を施し，本当に使





























事実上全国民が英語を 6 年間教育されるという現在の状況と，昔の旧制時代の状況とでは，事情が違いすぎる。 
渡辺氏の意見は，外国語による精神修養論に聞こえる。精神修養ならスポーツでもできる。母語との格闘などと言っ
たところで，読めず・書けず・聞けず・話せずで，どうやって母語との格闘になるのか。現在の英語教育は「成果はま
































るいはトマス・ハーディ程度の小説を，1 ページ 30 分かかろうが，1 時間かかろうが，正確に読めること，和英を頼り
にでもよいから筋の通った英文を書けること，ごくごく初歩の英会話ができる」ようにすることである。 
大学入試は，受験生が大学での修学適正度を測定するために存在するのだから，それには一夜漬けの絶対に利かない



























































































































































































































 同じ欠陥は大学の教養教育のカリキュラムにも見られる。週１回開講の教養科目を 10 数課目取らせ
るというのは，「幅広い知識」という薄っぺらな教養概念に囚われてしまっているためである。オック
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